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大気質モデルやＰＭＦモデル等による大気環境についての調査・研究

大気汚染物質が健康被害や気候変動等に与える影響の解明や予測・評価技術の研究

研究課題 【課題橋渡しガイド】
■環境モニタリング・センシング技術 ■大気・水質の浄化技術 ■ビッグデータ解析・活用手法
■課題抽出・分析 ■独自性・差別化・知財推進 ■ＡＩ・ビッグデータの活用

人為起源や自然起源による大気汚染が生活環境に及ぼす影響、および良好な生活環境を保全する技術の開発

私の研究 【研究キーワード】
■大気科学 ■バイオマス燃焼 ■PM2.5 ■越境汚染 ■大気質モデル ■光化学オキシダント

【とっておきの一枚！】
研究で用いる（シミュレーション）モデル

【技術コンセプト】
①バイオマス燃焼由来の越境大気汚染の観測と分
析
②大気環境から見た地域汚染と越境汚染の解明
③機械学習による光化学オキシダント等の空間濃
度分布推定
④大気中マイクロプラスチックの実態把握
⑤環境モニタリング（地上観測）とコンピュータ
ーシミュレーションの両面からのアプローチ

【研究内容】
アジア圏（～60km）から市町村（～5km）に及ぶ広範なスケールを対象に、人間の活動が生活環境および自然生態
系に及ぼす影響を評価する研究を行っています。具体的には、大気質モデル（大気シミュレーション）で東アジアを
中心とした光化学オキシダント、PM2.5といった大気汚染物質の環境動態の把握や発生源解析をしたり、地方自治体
等で収集されている大気汚染物質の観測データを統計的に推定するレセプターモデル（CMB、PMFモデル等）を用い
て、PM2.5汚染の発生源を推定したりしています。
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